
船舶事故等調査報告書 

平成２４年７月２６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２神第４３号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２３年２月２０日 ２３時３０分ごろ 

発生場所 兵庫県新温泉町浜坂
はまさか

港北北東方沖 

浜坂港矢城ケ鼻
やじょうがはな

灯台から真方位０２６°１４.３海里付近 

（概位 北緯３５°５１.０′ 東経１３４°３４.０′） 

事故等調査の経過  平成２４年４月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第一冨
ふ

美
み

丸、９９トン 

   １２９２１５、有限会社冨美丸漁業 

Ｂ 漁船 幸
こう

栄
えい

丸、９５トン 

   １３２４４６、有限会社幸榮 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級海技士(航海)  

Ｂ 船長Ｂ、五級海技士(航海)  

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部に損傷 

Ｂ 右舷船首部に損傷 

 事故等の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａほか８人が乗り組み、浜坂港北北東方沖で沖合底びき網

漁業の操業を行い、約１.５～１.６ノット（kn）の速力でえい
．．

網しながら

西進中、また、Ｂ船は、船長Ｂほか１０人が乗り組み、浜坂港北北東方沖

で沖合底びき網漁業の操業を行い、約１.５～１.６kn の速力でえい
．．

網しな

がら南進中、平成２３年２月２０日２３時３０分ごろ両船が衝突した。 

 両船は、２月２１日０４時００分ごろ～０５時００分ごろの間に浜坂港

に帰港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ  

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、浜坂港北北東方沖で底びき網をえい
．．

網

しながら西進中、船長Ａが、適切な見張りを行っ

ていなかったことから、えい
．．

網中のＢ船に接近し

ていることに気付かず、Ｂ船と衝突したものと考

えられる。 

Ｂ船は、浜坂港北北東方沖で底びき網をえい
．．

網

しながら南進中、船長Ｂが、適切な見張りを行っ

ていなかったことから、えい
．．

網中のＡ船に接近し

ていることに気付かず、Ａ船と衝突したものと考

えられる。 



原因  本事故は、夜間、浜坂港北北東方沖において、Ａ船が底びき網をえい
．．

網

しながら西進中、Ｂ船が底びき網をえい
．．

網しながら南進中、両船船長が適

切な見張りを行っていなかったため、両船が衝突したことにより発生した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・低速力でえい
．．

網している場合は舵効きが低下し、避航がしにくいの

で、接近する他船を見落とすことがないように常時適切な見張りを行

うこと。 

 




